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オータム・コンファレンス開催報告 

第 17回大会事務局 瀧澤弘和 
 
去る 9月 15日（土），進化経済学会のオータ
ム・コンファレンスが中央大学多摩キャンパス
において開催された。本コンファレンスでは，
進化経済学の初心に帰ることを念頭に，「進化経
済学の可能性」をテーマとした討議が行われた。 
まず，大会委員長の浅田統一郎氏（中央大学）
から開催の挨拶があり，続いて，塩沢由典氏（元
会長，中央大学）から「進化経済学を棚卸しす
る：クルーグマンの批判と進化経済学」という
タイトルで基調講演がなされた。塩沢氏は「進
化経済学の初心」として学会設立当初になされ
ていた議論を紹介し，「新古典派の非現実的で，
間違った理論ではない，新しい経済学を作りた
い。その際に「進化」という見方が手掛りにな
ると考えていた」と説明した。また，非主流派
の生産性が低いとするクルーグマンの進化経済
学に対する批判を紹介したうえで，最大化や均
衡概念では掴めない現象があること，こうした
概念に頼らなくても経済理論が構成可能である
ことなどを指摘し，当面分析できないからとい
って，主題の重要性は変わっておらず，真に重
要な問題に接近する努力が必要であるとした。
また，これまで学会員によって発表されてきた
論文や書籍を評価しながら，今後取り上げるべ
きいくつかの課題を提案した。 
その後，各パネラーからの報告が行われた。
江頭進氏（小樽商科大学）が「進化経済学の方
法論」について発表し，因果関係が複雑すぎて，
観察からの直観的な帰納を用いて推測できない
ときに，試行錯誤を繰り返して観察対象と類似

した現象を再現するという「構成的手法」の有
用性について説明がなされた。有賀裕二氏（中
央大学）からは「テクノロジーと進化」につい
て考察を加えることが必要であることが説明さ
れた。とりわけ，金融取引を実現しているシス
テムが金融市場の不安定性を理解する際に欠か
せない要因であることが強調された。横川信治
氏（武蔵大学）は「制度派マルクス経済学と進
化」というタイトルで，動学的比較優位論に基
づくことで，資本主義世界システムがよりよく
理解できることを説明した。最後に，吉田雅明
氏（専修大学）からは「進化経済学の初心と教
科書編集作業から見えてきたもの」について報
告がなされた。なお，これらの発表については，
進化経済学会中央大学大会の Web サイトに当
日の発表資料がアップロードされているので，
詳細は是非そちらをご覧いただきたい。 
最後にフロアを交えて，進化経済学の可能性
に関し，活発な討論が行われた。大会参加者は
50名を超え，盛況のうちに閉会した。 
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サマースクール開催報告 

サマースクール担当 小川一仁 
 
 9月14日午後，進化経済学会サマースクールを
開催しました。担当者が小山・小川・吉野に委託
されて以来，進化経済学の隣接諸分野との知的交
流を目指し，それらの分野の第一線で研究活動を
進めておられる方を講師にお迎えしてきました。
これまで進化ゲーム理論，（数理）社会学，経済
学史，労働経済学の分野からお招きしてきました
が，今回は地域経済をテーマに講師をお迎えしま
した。これまでの4回のサマースクールが手法に
焦点をあてたものだったとすれば，今回のサマー
スクールは地域経済という進化経済学を問わず，
様々な学問分野で注目の的となっている対象に
焦点をあてたものだと言えます。ですから，地域
経済といっても切り口は様々です。 
 最初の講義を行って下さった小樽商科大学の
宮崎義久さんは地域通貨を視点に北海道経済を
どのように立て直すかについて，また，2つめの
講義を行って下さった福島大学の厳成男さんは，
中国の社会主義市場経済システムをレギュラシ
オン理論の視点から分析する，というものでした。 
 
 以下，各講義について概要を記述したいと思い
ます。 
 
 第一講義は午後2時10分から午後3時40分ま
でで，前述の通り宮崎義久さん（小樽商科大学商
学部学術研究員）による「北海道経済と地域 通
貨」が講義されました。この講義で宮崎さんは，
最初に地域通貨の定義とその歴史，地域内の人・
モノ・カネ・情報の好循環を生み出すための一手
段としての地域通貨の可能性，北海道経済への地
域通貨の活用事例，地域通貨の運営に関わる問題
点について話されました。特に，北海道は国内他
地域に先駆けて問題（人口減少，製造業の低迷，
域際収支の赤字）を先取りしており，ここで地域
通貨が地域活性化に寄与すれば，国内他地域でも
その可能性が出てくるだろうと説明されました。 
 
 第二講義は午後4時から午後5時30分までで，
厳成男さん（福島大学経済経営学類准教授）によ
る「中国の社会主義市場経済システム理解する―
レギュラシオン理論に基づく解釈―」が講義され
ました。報告は，これまで世界に類を見ない持続
的な高い経済成長を遂げ，リーマンショック以降

の世界経済低迷の中で，世界経済回復の牽引力と
なっている中国の社会主義市場経済システムの
背景にある「国家的調整」の中身を説明すること
を試みたものでした。中国における国家的調整の
具体的な内容は，輸出主導型成長体制の促進，地
域間格差の是正に伴う社会発展の推進，および国
家主導のコーディネーションに基づく災害復興
メカニズムとの関わりの中で説明されました。ま
た，中国における国家的調整を可能にする三つの
妥協（基本妥協，市場妥協，および権力妥協）は，
経済成長の維持と財政システム（中央と地方の分
税制），ならびに人事システムによって支えられ，
経済成長と地域住民の厚生を高めるための地方
政府間の競争が促されている実態を説明しまし
た。 
 このような国家（政府）主導の調整の結果とし
て経済成長は維持され，国民所得の上昇と生活レ
ベルの向上が実現したのですが，経済格差や環境
破壊など持続可能な発展に関わる側面おける解
決すべき課題も浮かび上がっていることも事実
です。ただし，功罪両面あるとは言え，中国的な
調整メカニズムが一定の成功をもたらしたこと
には異論はないでしょう。特に，中国における国
家主導のコーディネーションの好例として挙げ
られるのが，2008年四川大地震からの奇跡的な
復興を支えた「ペアリング支援（ある被災地の復
興をそれ以外の地域がペアとなって主たる支援
する制度）」メカニズムであり，それは日本の東
日本大震災からの復興における民間主導の復興
と鮮明な対比をなし，学ぶべきところが少なくな
いと氏は説明しました。 
 
 今回お招きしたお二方の講義は，少子高齢社会
に突入した日本の地域再生や東日本大震災から
の復興の一助となるであろう，示唆に富んだもの
でした。 今回の出席者は10名強で，われわれ主
催者の宣伝不足もあったかと思いますが，これま
でになく少ない回でした。われわれの担当は5年
になり，今回が最後，と思っておりましたので，
やや寂しい幕引きとなりました。来年度以降は，
ニューズレター担当でもある，金沢大学の瀬尾崇
さんを中心に新体制でサマースクールを運営し
ていきます。新しい人たちで，新しい企画が始ま
ると思いますので，会員の皆様におかれましては，
今後ともご支援をお願いできれば幸いです。5年
間ありがとうございました。 
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第Ⅵ期第１回理事会記録 

記録作成者：理事・吉田雅明 
 
2012/9/15 中央大学 
 
１．開催校挨拶	
 
 浅田統一郎理事・大会実行委員長	
 
	
 

２．会計報告	
 
 次ページの「決算・中間報告」を参照	
 
	
 

３．会計改革について	
 
 谷口和久会計担当理事より，学会会計のきわ
めて厳しい状況が報告され，収入確保，経費削
減に関して次のような提案がなされ承認された。
下記の対策を行っても事態が改善しない場合に
は会費の値上げを検討する。	
 
	
 

Ａ）収入の維持・増加のために 
A1．滞納金（平成24年度3月末現在約166 
 万円）の納入は8月末現在で14万に留まる。 
 滞納者への納入を再度お願いする。 
A2．年会費納入時期を早期化する。振込用紙を 
 4 月に郵送し，原則として当該年度の予算執 
 行は当該年度の収入でまかなう。(現在は，5 
 月中旬に振込用紙を郵送しているため5月ま 
 での予算執行は前年度からの繰越金でまかな 
 わなければならない。) 
A3．63歳以上で5年分の会費を一括納入する 
 「永年（終身）会員」（EIERが配布され大 
 会参加できる）や，大会参加の資格はないが 
 メーリングリストには載る「メール会員」（会 
 費を安くする）を新設する。細部については 
 来春の理事会で承認を得たうえで，大会の議 
 決を経て規約の改定を行う。 
A4．EIER（紙媒体）の機関購読は現在21件 
 に留まるので，機関購読を増やしたい。 
A5．会費の３年分の前倒し納入をお願いしたい。 
 
Ｂ）支出の削減のために 
 国際文献印刷に委託していた会計業務を学会
理事会で行うことにより約20万円削減された
が，一層の削減を進めなければならない。原則
として，単年度で赤字にしないように，大会費，
部会補助費，交通費の削減を行う。 
 
４．メーリングリストの改善について 
 討論用メーリングリストを掲示板に統合する

とともに，掲示板を改善してより使いやすいも
のにする提案がなされ承認された。 
 
５．入会申請の審査 
 13 件の入会申請書が審査され，全員承認さ
れた。 
 
６．大会報告およびセッション応募状況につい
て 
 浅田統一郎理事・大会実行委員長より，大会
報告応募状況が報告され，報告数，セッション
数とも十分な状況にあるため，締め切りを延長
しての再度募集は行わないことが承認された。	
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会員の異動 
＊新規入会＊ 

会員名 フリガナ 発送先住所 所属機関名 推薦会員 
（敬称略） 

若森みどり Wakamori midori 192-0397 八王子市南大沢1-1 
首都大学東京 
社会科学研究科経営学専攻 

清水耕一 
鍋島直樹 

朽木昭文 Kuchiki Akifumi 
252-0804 藤沢市
湘 南 台
4-7-2-1401 

日本大学 
生物資源科学部 

藤本隆宏 
柊紫乃 

上村聖 Kamim
ura Shikato 157-0063 世田谷区粕谷2-11-21 

首都大学東京大学院 
社会科学研究科博士後期課程 
上村コンサルティング事務所 

井出明 
藤本隆宏 

加藤浩司 Kato Koji 

606-8393 京都市
左京区東竹屋町 50
京 都 大 学 熊 野 寮
A111 

京都大学大学院 
経済学研究科修士課程 

宇仁宏幸 
呂守軍 

青山秀明 Aoyam
a Hideaki 

606-8502 京都市
左京区北白川追分
町 

京都大学大学院 
理学研究科物理学第二教室 

藤原義久 
有賀裕二 

井上純一 Inoue Junichi 
060-0814 札幌市
北区北14条西9丁
目 

北海道大学大学院 
情報科学研究科複合情報学専攻 

有賀裕二 
浅田統一郎 

陳鶴 He Chen 060-0814 札幌市
北区14条西9丁目 

北海道大学大学院 
情報科学研究科複合情報学専攻 

有賀裕二 
浅田統一郎 

川村哲也 Kawam
ura 

Tetsuy
a 

567-0828 茨木市
舟木町 20-27 カイ
ト101 

 小川一仁 
小山友介 

西條辰義 Saijo Tatsuy
oshi 

567-0047 茨木市
美穂が丘6-1 

大阪大学 
社会科学研究所 

塩沢由典 
浅田統一郎 

松本昭夫 Matsu
moto Akio 192-0393 八王子

市東中野742-1 中央大学経済学部 浅田統一郎 
有賀裕二 

佐藤彰洋 Sato Akihiro 606-8501 京都市左京区吉田本町 
京都大学大学院 
情報学研究科数理工学専攻 

瀧澤弘和 
有賀裕二 

麻生憲一 Aso Kenichi 630-8258 奈良市船橋町10 
奈良県立大学 
地域創造学部観光学科 

井出明 
深瀬登 

 
＊名簿訂正＊ 

会員名 変更 
箇所 住所／種別 TEL/FAX/e-mail 所属名 

中村宙正 連絡先 
所属 

111-0032 台東区浅
草 4 丁目 1-11A.K.
ビル 601号室 

 
独立行政法人中小企業
基盤整備機構専門職員
経営支援情報センター 

李澤建 連絡先 
所属 

574-8530 大東市中
垣内3-1-1 

T：072-875-3001 (2701) 
takuken.ri@econ.osaka-san
dai.ac.jp 

大阪産業大学 
経済学部 
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諸田浩一 連絡先 
115-0043 北区神谷
1-3-2-302 神谷堀公
園ハイツ 

  

荒川章義 連絡先 
351-0006 朝霞市仲
町 2-1 コンフォール
東朝霞5-1203 

a-arakawa@rikkyo.ac.jp  

吉地望 連絡先 079-8501 旭川市永山3条23丁目   

北川亘太 連絡先 
所属 

606-8311 京都市左
京区吉田神楽岡町
172-7 ウィステリア
神楽岡202 

 京都大学大学院 
経済学研究科 

中原隆幸 連絡先 
所属 

580-8502 松原市天
美東 5 丁目 4 番 33
号 

T：072-332-1224 (8408) 
F：072-336-2633 
nakahara@hannan-u.ac.jp 

阪南大学 
経済学部 

末木将史 連絡先 108-0023 港区芝浦4-7-5-1002   

吉川満 
種別 
連絡先 
所属 

個人 
480-1122 長久手市
城屋敷 117 番地コー
ポラス桂山206号 

 豊田中央研究所 

薗田竜之介 
種別 
連絡先 
所属 

個人 
651-1113 神戸市北
区鈴蘭台南町 9 丁目
7-26 

sonoda.ryunosuke.84c@st.
kyoto-u.ac.jp 

京都大学大学院 
経済学研究科 

高井亨 連絡先 
所属 

689-1111 鳥取市若
葉台北1-1-1 

T：0857-32-9105 
takai@kankyo-u.ac.jp 

公立大学法人鳥取環境
大学地域イノベーショ
ン研究センター 

高橋真悟 
種別 
連絡先 
所属 

個人 
175-0083 板橋区徳
丸2-11-10サングレ
ース202 

 東京交通短期大学 

山田鋭夫 所属   名古屋大学 

中村隆之 連絡先 
所属 

213-0014 川崎市高
津区新作6-7-16 

T：044-863-7895 
t51044@aoyamagakuin.jp 青山学院大学 

三輪仁 連絡先 
所属 

805-8512 北九州市
八幡東区平野 1 丁目
6-1 

 九州国際大学 
経済学部 

藤本正樹 連絡先 577-0801 東大阪市小阪2丁目8-24   

杉山光信 E-mail  bluecat@js7.so-net.ne.jp  
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村上雅俊 E-mail  a094056@kansai-u.ac.jp  

磯谷明徳 E-mail  aki@snow.plala.or.jp  

久間清俊 E-mail  kiyotoshi-kuma@s9.kcn-tv.
ne.jp  

大岩雄次郎 E-mail  yujiro@tiu.ac.jp  

日向健 E-mail  tsak5812@gmail.com  

加藤淳一 E-mail  junichikato01@gmail.com  

荻林成章 E-mail  shigeaki.ogibayashi@it-chib
a.ac.jp  

酒井泰弘 E-mail  y-sakai@biwako.shiga-u.ac.
jp  

佐野誠 E-mail  andres@econ.niigata-u.ac.j
p  

篠原正人 E-mail  shinoma@scc.u-tokai.ac.jp  

内村研一 E-mail  k-uchimura@giga.ocn.ne.jp  

泉宏明 E-mail  p_izumi@ked.biglobe.ne.jp  

山本いずみ E-mail  izumiyam@meijo-u.ac.jp  

瀧澤弘和 E-mail  taki@tamacc.chuo-u.ac.jp  

佐藤尚 E-mail  fixsat@xj9.so-net.ne.jp  

田中剛志 連絡先 
175-0084 板橋区四
葉 2-10-1 サンシテ
ィー四葉201 

evoeco504@yahoo.co.jp  

宮崎義久 E-mail  frontier-spirit-21-y.m@nifty
.com  

西洋 種別 
連絡先 

個人 
580-8502 松原市天
美東5丁目4-33 

nishi@hannan-u.ac.jp 阪南大学 
経済学部 

バユス カン
パ ユイス 

連絡先 
所属 

616-8007 京都市右
京区竜安寺山田町
7-24 

T：075-463-3264 
lluis22000@yahoo.co.jp 

京都外国語大学 
外国語学部スペイン語
学科 

木村雄一 E-mail  yuichik@mail.saitama-u.ac.j
p  

Manahan 
Siallagan E-mail  manahan09@cs.dis.titech.a

c.jp  

馬田哲次 E-mail  umada@yamaguchi-u.ac.jp  
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北原徹 E-mail  kitahara@rikkyo.ac.jp  

旭貴朗 E-mail  asahi@toyo.jp  

Luigi 
Alberto Di 
Martino 

E-mail  lualdima@kansaigaidai.ac.jp  

堀越比呂志 E-mail  horikosi@fbc.keio.ac.jp  

山下範久 E-mail  norihisa@ir.ritsumei.ac.jp  

土谷幸久 連絡先 379-2234 伊勢崎市東小保方町4683-6 

0270-62-8424 
yukihisatsuchiya@yahoo.co.
jp 

 

舛田佳弘 連絡先 
所属 

001-0015 札幌市北
区北 15 条西 2 丁目
2-1 プレアデスコー
ポ15 307号 

 
北海道大学 
地域経済経営ネットワ
ーク研究センター 

呂守軍 種別 
連絡先 

個人 
606-8007 京都市左
京区山端壱町田町 1
番地京都大学国際交
流会館修学院本館
D114号室 
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編集後記 
 
 掲載記事をお願いしておりました皆様から，早々に原稿を送っていただきまして，予定どお
りニューズレターNo.33を配信することができました。ご協力いただき，感謝申し上げます。 
 サマースクール開催報告でも書かれておりますが，次年度よりサマースクール担当が新メン
バーとなり，吉井哲会員（名古屋商科大学）と稲水伸行会員（筑波大学）と私の 3名が担当す
ることになりました。出身や分野の異なる 3名で経験と知恵を出し合い，われわれも含めた（？）
特に若手会員にとって有意義な企画を考えていきたいと思います。会員の皆様のご協力もぜひ
よろしくお願いしたいと思います。 
                       編集担当：瀬尾 崇（金沢大学経済学類） 


